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3 月は卒業式や送別会などが行われ、また、新しい生活をスタートする忙しい準備期間ですね。 

当センターは青少年育成活動を応援する施設です。卒業・入学イベントに無料（24 歳以下）で研修室・ミー

ティングルーム・和室を利用できます（スタジオを除く）。また、チラシ・ニュースレターなどを作成するプ

リントルーム（有料）や着ぐるみ（有料）もご利用いただけます。いろいろ使って楽しい企画にお役立てくだ

さい。 
  

【ラミネート】 
  カード（名刺サイズ）50 円 
  A4 サイズ ： 100 円、 A3 サイズ ：150 円 
【プリントルーム】 
  ●コピー  1 枚 10 円（両面印刷は 2 枚にカウント） 
  ●印刷機   

版下 1 枚 100 円 
インク代 1 枚 0.5 円（両面印刷は 2 枚にカウント） 

    白紙 1.5 円/枚    色紙 2.5 円/枚（備付紙） 
●紙折機・裁断機は無料 

 

うさぎ・いぬ・ぶた・トラ・パンダ 
1 泊 2 日／1 体 1,000 円 

※1 泊増える毎に 500 円加算 
（当日返却の場合：1,000 円 ） 

利用希望日の 3 ヶ月前から予約出来ます！ 
 
 
 

横浜市青少年交流センター（ふりーふらっと野毛山）は平成 28 年 3 月

31 日をもって閉館します。新たに桜木町駅前のぴおシティ 6F に青少年の

交流の場としてオープンします。引き続きご利用をお待ちしています。 
  

【開 始 日】平成 28 年 4 月 1 日 

【場   所】桜木町ゴールデンセンター（通称：ぴおシティ）6 階 

【利 用時 間】9：00～22：00 

【休 館 日】毎月第 1 日曜日（変更になる場合あり） 

            年末年始（12 月 29 日～1月 3 日） 

≪貸出スペース≫ 

■フリースペース（交流コーナー・学習コーナー）は青少年の方なら誰でも利用可能。 

■第 1 研修室（90 人）141 ㎡、第 2 研修室（30人）60 ㎡、第 3 研修室（24 人）42 ㎡ 

ミーティングルーム（24 人）50 ㎡、音楽スタジオ（10 人）36 ㎡、多目的スタジオ（30 人）51 ㎡  

【平成 28 年 3 月 31 日まで】 

横浜市青少年交流センター（ふりーふらっと野毛山） 

電話：045-241-0673  FAX：045-242-0959 
メール：furifura@yokohama-youth.jp 

【平成 28 年 4 月 1 日以降】 

桜木町ゴールデンセンター（ぴおシティ）6 階 

電話：045-263-8020  FAX:045-263-8252 

●第 1 研修室（定員 72 名） 
●第 2 研修室（定員 27 名） 
●ミーティングルーム（定員 12 名） 
●和室（定員 24 名） 
●スタジオ（定員 8 名） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噺家の符牒で「ヨイショ」という言葉がある。昨

年亡くなられた橘家圓蔵師匠（当時は月の家円鏡）

がテレビでやたらとこの言葉を使ったので一般的な

言葉になってしまったが、もともとは「相手をおだ

てて気持ちよくさせる」という意味の符牒である。 

長年この「ヨイショ」を看板にしている噺家がい

る。古今亭志ん駒師匠である。毎年 11 月に開催され

る当法人主催の「爆笑！濱っ子寄席」の打ち上げの

際、師匠が「わたしゃね、お世話になった方には必

ずその日にお礼状を葉書に書いて速達で出すよ。」と

豪語されていた。酒席でのお話だったので、その場

かぎりのお話と思っていたが、何と！翌日に志ん駒

師匠からお礼の葉書が速達で届いたのには、驚いて

しまった。さすが自称「ヨイショ六段」の腕前である。 

 噺家の符牒にはいろいろあってなかなか面白い。

数の符牒は、へい（１）、びき（２）、やま（３）、さ

さき（４）、かたこ（５）、さなだ（６）、たぬま（７）、

やはた（８）、きわ（９）という。これらは紋所から

来ているらしい。ＮＨＫの大河ドラマ「真田丸」が

話題となっているが、「さなだ」の「６」は六文銭か

ら来ているのだろう。 

噺家の符牒をもう少し紹介すると、「まんだら」は

手ぬぐい、「かぜ」は扇子、「モノキ」は着物だが、

それでは下に書かれている符牒は何をさしているの

だろうか？ 

  

①「キンチャン」②「タロ」③「タレ」 

  ④「トオスケ」⑤「モ―トル」⑥「弥助」 

＊答えは育成センターの受付で聞いてください 

  

かつて「ダメおやじ」で一世を風靡した漫画家 古

谷三敏さんが書かれた「寄席芸人伝」という漫画が

ある。これから落語のことを勉強したい方にはお勧

めの本である。＜ジャズおやじ＞の息子も娘もこれ

で落語を勉強し、「落語通」になったという一押しの

入門書である。                ＜ジャズおやじ＞  

                                  

                               

 

■来月 4 月より新しい年度に変

わります。平成 28 年度への利用

証更新手続きはお済みでしょう

か。現在の利用証の有効期限は

3 月 31 日までです。更新手続き

は受付窓口までお声をかけてく

ださい。 

 

 

【お申込み/お問合わせ】※感想や情報をお寄せ下さい。 

横浜市青少年育成センター TEL:045-664-6251  FAX:045-664-6254  E-mail:ikusei@yokohama-youth.jp 

  

■和室に座椅子を 4 脚設置しました。押し入れに収納

してありますのでご活用ください（利用後は、押し入

れにお戻しください）。 

 

 

1 月 27 日（水）18：00～20：00、（公財）よこはま

ユース主催の「新春のつどい」がホテル横浜ガーデ

ンで行われました。 

日頃、育成センターを利用されている育成団体の

方々にも多く出席していただきました。 

会場では、新年にふさわしい獅子舞が披露され、

また美味しい食事をしながら楽しく歓談されている

様子が伺え、交流を深めていただけたかと思います。

今年も各利用団体のみなさま、よろしくお願い致し

ます。 

 

 

 


